
 
 

 

 
  
                       
                          
 

 
 
 
 
  

 
 

今月の話題  

メキシコでは、11 月 2 日に「死者の日（Día de los Muertos）」という亡くな
った人々を偲ぶ行事が行われます。死者の魂が現世に戻るとされており、街は鮮
やかでにぎやかなパレードで埋め尽くされます。2008 年に「死者の日」はユネ
スコの無形文化遺産に登録され、広く知られるようになりました。映画『リメン
バー・ミー』で描かれたように、陽気なムードが特徴の死者の日を紹介します! 

 
1. 死は恐れるものではない! 

メキシコでは、死は恐れるものではなく、生の一部として考えられています。「本当の死」は、記憶か
ら忘れ去られた時だとされており、故人を盛大に祝うのが死者の日の習慣です。 
 
2. 墓地で歌い、踊る 

死者の日には、家族が故人の墓地を訪れ、音楽を奏でる楽団を呼んで、故人が好きだった曲を演奏し
てもらいます。お墓で食事をしながら故人を偲び、時には歌って踊る姿も見られます。 
 
3. マリーゴールドの花 

祭壇（オフレンダ）にはさまざまな供物が並べられますが、その中でも特に目を引くのが、マリーゴ
ールド（スペイン語で「センパスチル」）の鮮やかな花です。古代メキシコの人々は、マリーゴールドの
花びらには太陽の力が宿ると信じており、その花びらをばらして地面や祭壇に飾ります。 
 
4. かわいい骸骨のデザイン 

街中には骸骨をモチーフにしたアイテムがあふれます。骸骨と聞くと不気味に感じるかもしれません
が、メキシコではカラフルで可愛らしいデザインが多く、見る者の心を和ませます。 

 
ハロウィンと混同されることもありますが、死者の日はアステカ文明に由来し、故人への敬意を表す

行事です。日本の盆踊りも、お盆の期間中に先祖の霊が戻ってくるとされているため、一種の供養や敬
意を表す形の一つとされています。死者を迎える文化には、遠く離れた国々でも共通するものがあるの
かもしれませんね。  
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私のほったらかし農園も自然の力で野菜作りが
したいという思いがあるので、菌ちゃん農法に移
行していきます。ほったらかし農園を担当してき
たYUKOですが、仕事の関係でこの記事を書くの
が最後になります。読者の方から 
アドバイスをもらったこともあり 
勇気づけられました。 
ありがとうございました。 

重ね煮 
かぶは、年に 2 回旬があります。それが春と秋です。

春物は柔らかく、秋物は甘みが強くなります。 大根や
きゅうりでもできますのでぜひ作ってみてください。 ― べっこう漬け ― 

重ね煮アカデミー主宰 
https://megu-kasaneni.com/ 

１、かぶの白い部分は 
８つ切り、葉はざく切りにする。 

かぶ 300ｇ 
梅酢 適量 
生姜 １かけ…みじん切り 
米酢 大さじ２ 
しょうゆ 大さじ１ 
すり胡麻 大さじ１ 

ほったらかし農園  ― 最終回 菌ちゃんと迎える冬 ― 

２、かぶに梅酢をふりかけて 
しんなりするまで置く。 

３、生姜、米酢、しょうゆ、胡麻を合わせた 
ものに、軽く絞った２を加えて混ぜる。 

先月は畝づくりの時間がなかったので、とにかく草を刈り、糸状
菌を育てるところまでやりました。約一か月後、ドキドキしながら
黒マルチをめくってみた所、「たぶんこれが糸状菌の始まりか
な?」というものができていました～!条件が整えられればできる
かも、と期待に胸膨らませた瞬間でした。 

ほったらかし農園を始めた頃の畑。家庭菜園と言うには大きな
畑でのチャレンジですが続けていきたいと思います。 

菌ちゃん農法の本を読んで、この夏初めての家庭菜園を実践
された方からのお話です。すくすく育つ野菜をみた近所の家庭
菜園ベテランさんたちから、色々質問され、本の通りにやって
いただけなので“どうして”が答えられずに困ったそうです。 

菌ちゃん農法のデメリットは、菌ちゃん育成に時間がかかる
こと、またの畝の高さが 60 ㎝と高く、巾 1m、永さも数メート
ルと、とても大きいことでしょうか。 
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― 年末の大掃除に備えて整理収納 ー 
 

イラスト:NobutakaTakahashi  

今回のテーマは、「年末の大掃除に備える」。
大掃除のおススメのタイミングと片付け、掃
除、整理収納の違いについて書きます。 

大掃除をいつするのが良いか 
年末に大掃除をする風習は、江戸時代から始まっているようで
す。この時期に大掃除をする理由は、農閑期であったこと、新年
に年神様を迎えるためというのが主な理由です。 
 
現代は、学校、職場が冬休みになることから、年末に大掃除をす
る家庭が多いようです。しかし年末に近づくにつれ、不用品の引
き取り業者が忙しくて来てくれないとか、収納コーディネーター
やお掃除業者への依頼が急増するため、割高になることもありま
す。皆が同じ時期に業者を使うのでこういうことになります。 
 
さらに、年末は大掃除をやりたくない要素がそろっています。 
・日が短い→外掃除がやりにくくなる 
・気温が低い→外掃除がつらい、換気すると家が寒くなる 
・水温が低い→汚れが落ちにくい、冷たくて嫌になる 
 
これらを考えると、大掃除を始めるのは、11 月から取り組むのが
理想的です。 

片付け、掃除と整理収納の違い 
整理収納の仕事でお客さん宅を方訪問すると、片付けや、掃除を始

めている方がいます。掃除とは、汚れやゴミを取り除き、清潔にする
ことです。床、テーブルや台の上に置きっぱなしになっているもの
を、あるべき場所の戻すのが片付けです。整理は要るもの、要らない
ものを仕分けし、要らないものを処分することです。要らない可能性
があるものを片付けて、また取り出して仕分けするのは無駄がありま
す。また整理の段階で、棚の奥の方が汚れていたり、ゴミが溜まって
いることがあるので、掃除は必要ですが、窓、床、水回りの掃除は後
回しにして、「整理・収納から進めましょうね」とお話をします。 
整理収納がきちんとできていれば、普段の片づけや掃除が楽にでき

ます。普段の片づけやお掃除が出来ていれば、大掃除の時にやること
も少なくてすむのです。 
 
どうせ、大掃除をやるのであれば、今年は整理収納を今から始め、

年末の大掃除がいらないくらいにしてみてはいかがでしょうか。難し
いと思ったら、早目に収納のプロに相談してみましょう。 



 

 

10 月になっても暑さに苦しめられますが、実は暑さは気温だけでなく日本独特の太平洋から来
る湿気が問題です。実際、砂漠地方など乾燥地帯では 35℃超でも日陰に入れば涼しく不快ではあ
りません。それなのに天気予報では湿度について何も言わないのが全く気に入りません。湿度何％
というのは「相対湿度」で、これは気温が変われば変わります。だから朝と昼では異なった値にな
るので、今日は何％と言えないのですが「絶対湿度」という表示方法があります。大気は空気と水
蒸気の混合体ですが、空気 1kg に水蒸気何 kg が混ざっているかを表すのが「絶対湿度」です。
「絶対湿度」は気温と関係なく、一日ほぼ変わりませんが、季節により太平洋から湿った風が来た
り、大陸から乾いた風が吹いたりという季節変化で大きく変わります。測ってみたところ名古屋地
方では空気 1kg につき夏は 20～22gr にもなりますが、冬は４gr 程まで下がります。 

湿度を言わない天気予報は役立たず 辛口コラム 

日本のように湿気で不快にされる国で、デジタル時代なの
に、数値で情報を出さないのは良くありません。 
10 月に入って気温が大分下がっても暑かったのは絶対湿度が

18gr 程もあった為です。気象情報には「絶対湿度」を気温と
共に言うべきで、この数値を出せば季節の変化とぴったり合致
するのが体感できます。これを言わせないようにしている守旧
派管理職は引っ込むべし。なお 1 気圧 25℃の空気１kg は１
m×１m×８５cm です。チリウヒーターのホームページの下
の方「お役立ち情報」から気温と相対湿度と絶対湿度を換算す
る欄へ行けます。QR コードのサイト下方の 5.2.1Wexler…の
式で気温と湿度％から絶対湿度が分かります。 

1950 年に施行された建築基準法は、1959 年に家の強度を更に上げるため、「壁量」の規制が一
段上げられ、筋交い増量が求められました。屋根の軽い住宅の壁量計算係数が 1 階 12cm/m2、 
２階８cm/m2 だったのが、この時の改定により１階 21,２階 12 に変わり（瓦屋根では 16，12 か
ら 24,15 へ）、その分、壁の筋交い必要量が増えて建物の強度が上がることになります。この他、
柱の太さと基礎が規制されました。昔の家は平らな石の上に柱の下端を立てて、柱と柱を水平の床
梁で連結していましたが、この時代になるとコンクリート製の布基礎が一般的になります。布基礎
とは家の外周や間仕切りなどの土台の下にコンクリートの壁を施工するもので、このコンクリート
壁の上面を水平に仕上げ、ここに土台を寝かせてその上に柱を立てる今日一般的な方法です。ただ
当時の布基礎は幅 12cm 程のコンクリート。約 40 トンある 40 坪の木造住宅を 12 ㎝幅の基礎に載
せたら、言わば刃物の上に家を載せたようで、地面にめり込みそうな気がします。 

５０年代、６０年代の基準強化 
 

建築知識 

底板のある布基礎の上に、家の土台を置く 

今日の布基礎はこの重さを受けるため、逆 T字型断面で底
板が土の中で足を踏ん張っていますし、この底板を家前面
に施工するベタ基礎が一般的に施工されることが多いよう
ですが、この時代はまだ鉄筋も入っていません。住宅が少
なく軟弱地には家を建てなかった訳でもないでしょう。踏
ん張りの底板が装備され、鉄筋がきちんと施工されるよう
になるにはその後２０年ほど掛かりました。 

5-2-1 式へ気温と湿度を入れると 

絶対湿度が計算されます 


